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研究室だより
ケーションのメカニズム）
　（3）言語獲得（言語学習メカニズムの解明とコンピュー
タシミュレーション）
　（4）音楽情報処理（歌声・楽器音の解析と加工）
３．研究活動の特色
　（1）学生のテーマ選びとグループ活動
　学生の自主性を重んじ、自身で問題を発見する能力を養
うために、研究テーマは原則として学生自身に設定させる。
共同研究などを通じて、社会的要請の強いテーマを教員か
ら提案することもあるが、音声言語メディアの進展は著し
く、その変化に追従するためにも学生自身の問題意識を重
視している。
　研究テーマの関連性から、AI班、HI班、音声班、言語
班、音楽班とグループ分けを行い、ゼミ以外ではグループ
単位で研究活動を行っている。グループ内、研究室内で、
異なるテーマにも関心を持って議論に参加する姿勢を重ん
じている。
　（2）サイエンス指向とエンジニアリング指向
　本研究室には、サイエンス指向の学生とエンジニアリン
グ指向の学生が混在している。学生に自身の指向性を認識
させたうえで、それを考慮して研究テーマを設定している。
いずれにおいても、研究の実社会のニーズに即した目標を
具体的に設定して、最後に必ず目標達成の度合いを客観的
な指標によって評価することをどの研究においても課して
いる。
　（3）ゼミと院生ミーティング
　毎週一回、学部３年生のゼミと、研究室全員が参加する
ゼミをそれぞれ行っている。前者では主に研究に共通して
必要なスキル・知識の獲得を目指し、後半は各自の研究テー
マを決定してスタートさせる。後者のゼミでは、全員が定
期的に研究の進捗状況を発表して議論を行う。これらとは
別に、大学院生による院生ミーティングを週一回行ってい
る。ここでは、ディスカッションのオーガナイズや学会の
動向報告などを、原則一週間に一人のペースで行う。
　（4）共同研究
　前述したとおり、他機関との共同研究プロジェクトは、
本研究室にとって大きな力となっている。研究をひとりよ
がりにしないことの他に、自身のテーマについての責任意
識が強くなり、またリーダーシップや協調性を養う機会が
増える効果がある。
　（5）自主勉強会
　技術や知識を身に着けることを目的とした、任意のテー
マの勉強会を学生が主催して行っている。大学院修士課程
以上の学生には、一人一つの勉強会を主催することを促し
ているが、それ以外にも学生が自主的に企画している。学
部学生も含めて、自身の関心のあるテーマの勉強会に自主
的に参加している。
　（6）情報共有環境
　前述したWikiは、効率の良いデータ・ノウハウの共有に
大きく役立っている。グループのミーティングの後は必ず
Wiki上に議事録を作成することにしており、研究室内で相
互に研究のステータスが常にわかるようになっている。ま
た、種々の連絡にはSNSサービスのGoogle＋を活用して
いる。
４．今後の展望
　研究室をスタートしてからの10年の間にも、アニメ、ゲー
ム、SNS、カラオケなどの多くの文化において、音声言語
や文字言語のメディアの新たな形や大きな変化が現れてい
る。新たな言語メディアにおける言語行動を情報科学の視
点から捉えることは、言語そのものの特性を把握するうえ
で有効な手段であり、またメディアをさらに発展させる技
術を開発するために必要である。一方、情報技術が新たな
メディアを産み、言語行動の変化を招いている側面もある。
言語情報科学は、言語メディアと言語行動の関係の動的な
変化を捉えていくことが重要と考える。
　また、変化の速度の鈍い、安定した言語メディアについ
ても、引き続き精緻なモデルの精緻化を目指を構築してい
くことが言語情報科学の使命である。当研究室は、データ
の分析に基づいて対象を捉えるアプローチを重んじてお
り、とりわけ質の高い言語データの収集は研究の生命線で
ある。世界に少ない研究用データの作成と共有を今後も推
し進めていきたい。そのうえで、データに基づいた言語行
動の精緻なモデル化を目指す。
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